




   

 

   

 

 

         

            

チームリーダー テクニカルディレクター挨拶 

2025 年度 チームリーダー, テクニカルディレクター 松本悠暉 

  
 

さわやかな初夏の候、皆様におかれましてはますますご健勝のこととお喜び申し上

げます。 平素より私たち学生フォーミュラプロジェクトに対し、格別のご高配を賜

り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、このたび私たちは、先月延期となっておりましたシェイクダウンを、5 月 3

日に学内にて実施することができましたので、ここにご報告申し上げます。当初は社

外 ECU の導入に向けて準備を進めておりましたが、慎重な適合作業が必要と判断

し、まずはエンジンベンチ上での検証を優先する方針に切り替えました。これに伴

い、今回のシェイクダウンは純正 ECU を使用して実施いたしました。 

 昨年度、シェイクダウン時に多く発生していたオイル漏れや水漏れ等は発生せず、

学内での初走行を安全かつ安定して終えることができ、チームとしても大きな一歩を

踏み出すことができました。 

 また、5 月 5 日には JARI（日本自動車研究所）での試走にも参加し、トラブルの洗

い出しやドライバーの走行練習を主な目的として、走行テストを行いました。走行距

離はトータルで約 100km に達し、車両の基本的な挙動確認やドライバーのフィードバ

ック収集など、有意義な成果を得ることができました。これもひとえに、日頃より多

大なるご支援とご声援をくださっている皆様のおかげであり、チーム一同、心より感

謝申し上げます。 

 今後も大会本番に向けて車両の熟成や走行テスト、静的審査対策などに全力で取り

組み、皆様のご期待に応えられるよう努力してまいります。 引き続きご指導ご鞭撻の

ほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

  



 

 

 

         

            

 

5 月の日程、6 月の予定 

2025 年 5 月 

 

 

2025 年 6 月 

 
 



 

 

 

         

            

各セクションの活動報告 

パワートレイン班 

パワートレイン班リーダー 工学部機械工学科 3 年 宮原大翔 

 

 

今月は試走会を行い最終的なシステムの動作確認やトラブル出しを行いました。試走会

では大きなトラブルを出すこともなく、様々な走行データの収集をすることが出来まし

た。また、静的審査であるコスト審査やデザイン審査の提出に向けて、資料製作を行って

おりました。  

  

・潤滑系  

今回の試走では、エンジン変更に伴って新しく製作したオイルパンの形状が懸念点とな

っておりました。新エンジンを車両に搭載するために、厚みの小さいオイルパンを製作い

たしました。その際、旋回時やブレーキング時の G によってエンジンオイルの偏りが生

じ、オイルポンプが空吸いを起こしてしまうことが懸念されておりました。  

この問題点を解決するためにエンジンオイルの吸入口であるオイルストレーナーの周囲を

バッフルプレートにて覆いました。また、バッフルプレートにゴムシートを用いて簡易的

な逆止弁機構を装着しました。車体には油温センサーや油圧センサーを搭載しドライバー

がすぐに異常に気付けるようにした上で、流体解析や学内での低速度旋回試験を行うこと

で動作確認を行いました。その後周回し走行や定常円旋回でも徐々に速度を上げ、通常の

走行での空吸いが生じないことが確認できました。  



 

 

 

         

            

 
 

Fig.1 オイルパン内のバッフルプレート 

 

 
 

Fig.2 バッフルプレート逆止弁機構  

 

試走会走行後、コンプレッションゲージを用いて圧縮比を確認したほか、エンジンのオー

バーホールを行い摺動部やオイルライン内にて問題がないことを確認しました。  

 

  



 

 

 

         

            

足回り班・シャシ班 

足回り班・シャシ班リーダー 工学部電気電子工学科 3 年 阪本豊  

  
 

 5 月は、主に学内でのシェイクダウン、JARI 試走、NATS 試走を行い、静的審査の資料製

作を本格的に取り組み始めました。 

 

▪スタビライザー 

フロントとリアのスタビライザーを製作しました。このスタビライザーを基本として効果

の強いものと、弱いものを製作する予定となっています。 

 

 

 

Fig.3 製作したスタビライザー 



 

 

 

         

            

▪JARI 試走会 

5/5 の JARI 試走では周回コースで足回りのパーツのトラブル出しとドライバー練習を行

いました。100 週程度走りましたが大きなトラブルもなく走り切ることができました。スタ

ビライザーが載っていないことと、貴重な周回コースだったためドライバー5 人をローテー

ションし、合わせて 100 周ほど走行いたしました。スタビライザーが載っていないため本

番と同じシチュエーションではないですが、マシンの挙動としては基本的に扱いやすいも

のとなっていました。しかし、ステアリングを 80°以上切ると POU の特性が反転してし

まい、フロントのグリップが失われてしまいました。 

JARI 試走会でスタビライザーを載せることができなかった理由は、フロント・リアとも

にスタビライザーステーの平面が出ておらず、締結することができなかったためです。その

ため JARI 試走会後に、新しいステーを再溶接しました。平面が出なかった原因として、治

具を組んだ際に寸法ミスがあったこと、リブを溶接した際に、溶接歪みが発生してしまった

こと、などが考えられます。 

 

 

 

Fig.4 フロントスタビライザーステーのずれ 

 

▪NATS 試走会 

5/11 の NATS 試走会ではスキットパッドとスラローム練習を行いました。スキットパッ

ドではキャンバー角やスタビライザー、タイヤの内圧を調整し、マシンの基本セッティング

を出しました。また、前回の試走会で POU の特性が途中で反転してしまったので、POU

のセッティングを変更しました。その結果、スキッドパッド走行中にステアリングを切り増

しても，POU によって内輪を突っ張る効果が最後まで持続しました。 



 

 

 

         

            

▪ステアリング・シフター 

 今年度の方針として、ステアリングは流用の予定でしたが、学内試走後に確認したところ、

ステアリングマウントにガタが発生し、ギアボックスはベアリングのはめ合いが緩くなって

いることが確認されたため、再製作を行っておりました。ステアリングマウントは完成して

おり、ギアボックスの残り作業はベアリングのはめ合い部分の中ぐりとなっています。 

 

 
 

Fig.5 製作したステアリングホイールとギアボックス 

 

 また、エンジン側のシフターステーにも撓みが確認されました。取り付けの都合により、

ステーの板を長くせざるを得ず、昨年度よりも大きなモーメントがかかり、撓んでしまった

と考えられます。試走会の際、シフトが入りづらいことがあった原因は、ステーが撓むこと

でシフトチェンジに必要な力が逃げてしまっていたためと分かりました。今後、撓みを抑え

る方向に補強を足し、溶接を行います。 

 

▪SES２次提出 

5 月 8 日に等価構造計算書 SES の２

次提出を行いました。１次提出で不合格

だった点とその理由は判明しておりま

すので、来年度は同様の点で再提出にな

らない様、１次提出で合格をいただける

よう取り組んでまいります。 

 

 

  

Fig.6 SES 提出画面 

 



 

 

 

         

            

エアロ班 

 エアロ班リーダー 工学部機械工学科 3 年 井澤拓己 

 
 

 

 ５月は４月に引き続きエアロパーツの製作を行いました。フロントウイングはすべての

パーツの積層が終了し整形作業とステー等の干渉の確認をしております。 

 

今年度も木村鋳造所様より、エアロパーツに使用する

翼型の加工とカウル・サイドポンツーン・アンダーパネ

ル等の雄型製作していただきました。今年度はフロント

ウイングの翼端版とダッシュパネルの雄型も製作して頂

きました。カウルでは、雄型が届きましたので、表面の整

形を行っております。 

 

 

 

 

 

 

Fig.7  樹脂塗布及び研磨の様子 

 

フロントウイングでは、各翼の積層を行いました。1 枚目の翼の先端部分が細いため、

CFRP 積層の際に先端部分にもしっかりとカーボンがつくよう細心の注意を払いながら積

層を行いましたが、すこし浮いてしまう結果となりました。先端部分は一度やすり掛けをお

こない、再度うえから積層を行う予定です。 

 

 

 



 

 

 

         

            

また、整形等の作業は必要ではございますが、すべてのパーツ積層が終わりましたので、組

み立て作業を行いました。2 枚目翼とステーとの嚙み合わせが悪く組みつけが難しくなって

おり、修正が必要でした。 

 

 

 

Fig.8  フロントウィング組み立てたもの 

 

リアウイングもフロントウイング同様に各翼の積層と翼端板とステーに使用するカーボ

ン板のドライカーボンの積層を行いました。カーボン板と 2,3 枚目翼の積層はうまくいきま

したが、1 枚目翼に関しては、今年度は立体的な形状にしたため積層方法の検討をしており

6 月に行う予定です。 

翼端板にはハニカムを使用しておりますが、今年度よりヘキサ ・ジャパン様より、ハニカム

コアのご支援を頂きました。翼端板の芯材に使用いたします。広報班にて再度報告いたしま

す。 

 

6 月は静的審査が集中しており、製作に十分な人員を確保することが難しいことが考えら

れますが、班員でうまく役割分担を行い残りのパーツ製作に取り組んでまいります。 

 

  



 

 

 

         

            

広報班 

 広報班リーダー 工学部機械工学科 3 年 井澤拓己 

 

 

最初に、4 月の広報実績を下記に示します。また X(旧 Twitter)に関しまして、規約改定に

よりインプレッション等の閲覧が有料となり確認できなかったため表示しておりません。 

 

 

 

Fig.9 各種数値 

 

・シェイクダウン 

 当初 4 月 30 日に予定していたシェ

イクダウンですが、5 月 3 日に延期し

まして無事学内試走にて走行すること

ができました。延期した理由といたし

ましては、エンジンの変更に伴い、F-

con の適合に時間を要したことが主な

要因となりました。 

 

 

 

Fig.10 シェイクダウン走行中の KRT25       

 



 

 

 

         

            

・新入生歓迎会 

 4 月 4 日に開催された新入生歓

迎会について報告させていただき

ます。報告が遅れましたこと、お

詫び申し上げます。 

 さて、新入生歓迎会では車両及

びご協賛いただいている企業の皆

様を多くの新入生にご紹介するこ

とができました。説明会を体面・

オンラインで開催し、ブースに立

ち寄った新入生も含めて、累計約

100 名に我々の活動について紹介

いたしました。 

Fig.11 新入生歓迎会での KRT のブース    

 

 5 月にご支援いただきました、品物についてご紹介させていただきます。 

 

ヘキサ・ジャパン株式会社様よりペーパーハニカムを整形していただき、ご支援をいただ

きました。 

 

 

 

Fig.12 ヘキサ・ジャパン株式会社のご支援品 

  



 

 

 

         

            

スポンサー様一覧 
  

工学院大学校友会 工学院大学機械系同窓会 工学院大学学生フォーミュラ OB 会 

 工学院大学 自動制御研究室  

株式会社三ッ輪ビジネスソリューションズ| “持続可能な社会と安心・安全なくらしの実現に向けて” ” ”

アイコンAIによって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。

ロゴAIによって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。

電動車両シミュレーション基盤」の開発に向けたJARIの取り組みとは|東陽テクニカ| “はかる技術で未来を創る”|東陽テクニカルマガジン

アイコンAIによって生成されたコンテンツは間違っている
可能性があります。

Tools by Sanjo Niigata  

https://www.honda-tft.co.jp/
https://www.sws.co.jp/
https://www.ankerjapan.com/
https://www.wako-chemical.co.jp/
https://hello.wd40.asia/jp/
http://www.aurora.dti.ne.jp/~ksdp/
http://nico-racing.co.jp/
http://tuningshop-stf.com/
https://festika-tochigi.com/top/
https://www.billion-ltd.jp/
https://www.3peaks.co.jp/
https://ghcraft.com/
https://www.sankyo-radiator.co.jp/
https://www.sakanishi.co.jp/
https://ips-tool.co.jp/
https://www.dupontstyro.co.jp
https://www.akkodis.co.jp/
http://www.kyoei-ind.co.jp/sangyo/
https://www.suzuki-kozai.co.jp/
https://kdrgroup.jp/
https://www.nok.co.jp/?_ga=2.54194927.695338573.1707215938-1175206315.1707215938&_gl=1*bazpdf*_ga*MTE3NTIwNjMxNS4xNzA3MjE1OTM4*_ga_S259M9P42W*MTcwNzIxNTkzNy4xLjEuMTcwNzIxNTk0Ni41MS4wLjA.
https://www.fomo.co.jp/
http://www.enuma.co.jp/
http://kohshin-chem.co.jp/
https://revcraft.tech/
https://www.hitachiastemo.com/jp/
https://www.kinokuni-e.com/s/company
https://mbs.mhdg.co.jp/
https://www.tesec.co.jp/
https://sanyo-coat.jp/
https://www.autotechnic.co.jp/
https://www.kyowa-uj.com/
https://www.st-link.co.jp/
https://kk-hamano.com/
https://www.sts-japan.com/
https://www.hks-power.co.jp/
https://tonkachi.com/
https://www.toptools.co.jp/company/business-policy/
https://southco.com/ja_jp_int/Renewable-Energy
https://www.icpgroup.com/
https://saito-tosou.com/
http://www.kanae-kbs.co.jp/
https://www.ndc-group.co.jp/
https://www.landmark.jp/
https://www.xam-japan.co.jp/
https://www.tire-fitter.co.jp/
https://www.crossload.co.jp/index.html
https://www.anextool.co.jp/
https://www.u-kartcircuit.com/
https://y-nikken.sub.jp/
https://www.kimuragrp.co.jp/fmc/
https://www.enable-os.co.jp/
https://www.nats.ac.jp/
https://www.onosokki.co.jp/
https://www.kyowa-ei.com/
http://www.vi-grade.co.jp/
https://www.jari.or.jp/
https://www.solidworks.com/ja
https://www.idaj.co.jp/
https://daidodms.co.jp/en/
https://www.t-t-s.jp/
https://www.thk.com/jp/ja/
https://fukai.co.jp/
https://www.hi-lex.co.jp/
https://www.dixcel.co.jp/
https://www.hokushinmdf.jp/
https://www.keiba-tool.com/
https://www.igus.co.jp/
https://www.diatex.co.jp/
https://www.hammer-caster.co.jp/
https://www.matsui-seimitsu.co.jp/index.html
https://www.nifco.com/
http://www.ors-kk.co.jp/
https://www.anatech.co.jp/
https://autista-s.com/
https://www.busyu.co.jp/
https://www.yukilabo.co.jp/index.php?LECOFRAME
https://www.nsk.com/jp/
https://www.honda.co.jp/?msockid=1204e27d7058624a04f4f63571836362
https://hexajapan.co.jp/
https://www.threebond.co.jp/


 

 

 

         

            

 

連絡先 

工学院大学 学生フォーミュラプロジェクト  

工学院レーシングチーム（KRT）  

  

顧問  

工学部 機械工学科  

自動車音響振動研究室 山本崇史 教授  

メールアドレス：takashi_yamamoto@cc.kogakuin.ac.jp  

  

2024 年度チームリーダー  

工学院大学 工学部 機械工学科 3 年 松本悠暉 

メールアドレス：a123129@ns.kogakuin.ac.jp  

 

住所：〒:192-0015   

東京都八王子市中野町 2665-1 工学院大学八王子キャンパス 17 号館 1 階夢づくり工房  

  

WEB page: https://www.ns.kogakuin.ac.jp/wwa1032/  

Facebook: https://www.facebook.com/KogakuinRacingTeam   

Twitter: http://twitter.com/kogakuinrace  

Instagram: https://www.instagram.com/krt_fsae/ 

mailto:takashi_yamamoto@cc.kogakuin.ac.jp
file:///C:/Users/renai/Downloads/a123129@ns.kogakuin.ac.jp
https://www.ns.kogakuin.ac.jp/wwa1032/
https://www.facebook.com/KogakuinRacingTeam
http://twitter.com/kogakuinrace
https://www.instagram.com/krt_fsae/

